
2019年度社会情報学会中国・四国支部第 1回研究発表会 

 

■日 時：2019年 12月 14日(土) 13:00～17:50 

■場 所：島根大学(松江キャンパス) 法文学部棟 2階多目的室(207室) 

http://www.shimane-u.ac.jp/campus_maps/map_matsue.html 

■参加費：無料 

■共催：島根大学 

■プログラム： 

13：00 開会 

 開会挨拶 野田哲夫 (島根大学) 

 

13：05～13：35 研究発表(1) 

「Jリーグにおけるサポーター獲得戦略とスポンサー効果の関係」 

 中村竜平(東京工科大メディア学部) 

 

13：35～14：05 研究発表(2) 

「日本国内アパレル企業における ECの現状とその後の展望」 

村上寛(東京工科大メディア学部) 

 

14：05～14：35  研究発表(3) 

「アイドルのプロデュース方法について」 

 井澤颯人(東京工科大メディア学部) 

 

14：35～14：50 休憩 

 

14：50～15：20  研究発表(4) 

「シェアリングエコノミーの導入と既存ビジネスとの競合・協力の可能性」 

王皓(島根大学大学院人文社会科学研究科)・野田哲夫(島根大学) 

 

15：20～15：50  研究発表(5) 

「地方における公共交通維持としてのシェアリングエコノミーの導入と課題 

－京丹後市における Uberのシステムを用いたライドシェア事業の事例を参考にして－」 

章立(島根大学大学院人文社会科学研究科)・野田哲夫(島根大学) 

 

15：50～16：20  研究発表(6) 

「都道府県の官民データ活用推進計画におけるセキュリティおよびセキュリティポリシー

の位置付け」 

本田正美(東京工業大学) 

 



16：20～16：30 休憩 

 

16：30～17：00  研究発表(7) 

「中山間地域における高齢者の社会参加を規定する要因に関する研究」 

中野邦彦(島根大学) 

 

17：00～17：30  研究発表(8) 

「社会が学習するということ――専門職大学制度導入における「産みの苦しみ」からの考

察」 

築地達郎(龍谷大学)・菅原正博(国際ファッション専門職大学) 

 

17：30～18：00  研究発表(9) 

「2000 年代前半の女性誌における政治広告と記事の分析序論――分析の課題とマガジン

ハウス『anan』を中心に」 

西田亮介(東京工業大学) 

 

18：00 閉会 

 

■研究発表につき：お一人、発表 20分、質疑応答 10分の計 30分となっております。 

         発表用の PCを準備致しますが、ご自身でお持ち頂いても構いません。 

(接続はHDMI/RGB) 

 

■参加申し込み：参加自由 

 

■問い合わせ先： 

 担当：野田哲夫（島根大学）<nodat@soc.shimane-u.ac.jp> 


